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年
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一
　
自
助
的
な
人

中
村
正
直
（
一
八
三
二
―
一
八
九
一
）
は
、
明
治
時
代
の
啓
蒙
思
想
家
で
あ
り
、
敬
宇
は
号
で
あ
る
。
幼
少
期
か
ら
漢
学
を
学
び
、

儒
学
者
佐
藤
一
齋
門
下
の
逸
材
だ
け
と
あ
っ
て
、
漢
文
に
造
詣
が
深
く
、
儒
教
経
典
に
精
通
し
て
い
た
。
基
本
は
朱
子
学
を
奉
じ
た
が

陽
明
学
に
も
心
を
傾
け
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
昌
平
坂
学
問
所
の
教
授
方
出
仕
と
な
り
、
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
に
は
三
〇
歳
の
若
さ
で
儒
者
に
列
せ
ら
れ
て
、
幕
府
儒
官
最
高
の
地
位
に
つ
い
た
。
漢
学
以
外
、
十
六
歳
の
時
ひ
そ

か
に
蘭
学
を
学
び
、
さ
ら
に
安
政
二
年
に
は
英
語
に
も
手
を
広
げ
た
向
学
的
な
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
敬
宇
研
究
を
伝
記
・
文
学
・
思
想
・
教
育
・
宗
教
の
五
つ
の
分
野
に
分
け
て
ま
と
め
な
が
ら
、
課
題
を
提
出
し
て
い
る

遠
藤
道
子
の
「
中
村
正
直
の
生
涯
―
留
学
願
書
を
軸
と
し
て
」
に
お
い
て
、
敬
宇
の
生
涯
を
四
期
に
分
け
て
、
誕
生
か
ら
十
五
歳
ま
で

を
第
一
期
、
蘭
学
を
始
め
た
十
六
歳
か
ら
留
学
願
書
の
「
留
学
奉
願
候
存
寄
書
付
」
を
出
す
ま
で
を
第
二
期
と
す
る
。
つ
ま
り
、
慶
応

二
（
一
八
六
六
）
年
に
は
留
学
生
監
督
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
航
し
た
こ
と
を
第
三
期
の
始
ま
り
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
留
学
経
験

は
彼
の
思
想
を
一
変
さ
せ
た
。
幕
府
の
崩
壊
に
よ
り
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
六
月
帰
国
、
徳
川
家
の
遺
臣
と
し
て
、
静
岡
学
問
所
の

教
授
に
就
任
し
、
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
近
代
啓
蒙
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。「
も
と
も
と
敬
宇
は
、
日
本
を
近
代
化
す
る
に
は
制
度
の
変
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革
も
必
要
で
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
日
本
人
の
精
神
構
造
を
変
革
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
（

（
注

。」
か
ら
、
明
治
三
年
か

ら
四
年
に
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
』
を
『
西
国
立
志
編
』（
一
名
自
助
論
）
に
翻
訳
、
出
版
し
、
翌
五
（
一
八
七
二
）
年

に
は
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
『
オ
ン
・
リ
バ
テ
ィ
』
を
『
自
由
の
理
』
と
し
て
翻
訳
し
た
。
当
時
の
人
々
に
自
主
自
立
の
思
想
を
呼
び
起
こ

す
こ
と
に
貢
献
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。「
曰
く
労
作
、
曰
く
忍
耐
、
曰
く
品
行
、
曰
く
勉
励
、
曰
く
自
由
、
曰
く
独
立
、
曰
く

誠
実
、
曰
く
剛
毅
。
凡
て
是
等
の
者
は
、
泰
西
文
明
の
由
て
来
る
原
動
力
な
る
と
を
識
認
し
、
直
に
斯
教
を
以
て
我
国
民
を
化
せ
ん
と

せ
り
。」（
徳
富
猪
一
郎
『
人
物
管
見
（
（

（
注

』）
と
評
価
さ
れ
る
。

明
治
六
年
に
東
京
に
呼
び
戻
さ
れ
、
大
蔵
省
翻
訳
局
に
て
委
託
翻
訳
を
し
、『
英
国
律
法
要
訣
』
第
一
篇
を
訳
し
終
え
て
い
る
。
そ

し
て
私
宅
で
同
人
社
を
設
け
、
の
ち
に
福
澤
諭
吉
の
慶
應
義
塾
や
近
藤
真
琴
の
攻
玉
社
と
並
び
称
さ
れ
た
。
明
治
六
年
、
学
術
団
体

「
明
六
社
」
に
参
加
し
、『
明
六
雑
誌
』
に
論
説
を
発
表
し
て
啓
蒙
思
想
の
普
及
に
努
め
た
。『
明
六
雑
誌
』
が
停
刊
し
た
後
の
明
治
九

（
一
八
七
六
）
年
に
は
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
和
文
と
漢
文
両
用
に
、
歴
史
、
伝
記
、
学
術
、
政
治
、
宗
教
、
哲
学
、
詩

歌
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
一
種
の
文
化
雑
誌
を
作
り
上
げ
た
。

明
治
八
年
、
敬
宇
が
東
京
女
子
師
範
学
校
摂
理
と
な
る
。
女
子
教
育
に
は
熱
心
で
同
人
社
女
学
校
も
開
設
し
た
。
明
治
十
年
、
東
京

大
学
文
学
部
嘱
託
と
な
り
、
十
四
年
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
、
東
京
学
士
会
院
開
設
に
当
た
っ
て
創
立
会
員
に
選
ば
れ
、
同
院

の
雑
誌
に
多
く
の
論
説
を
発
表
、
学
者
と
し
て
最
高
の
地
位
を
得
た
。
ま
た
、
芳
川
文
相
か
ら
『
教
育
勅
語
』
草
案
起
草
も
托
さ
れ
な

が
ら
も
、
最
終
的
に
は
採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
著
述
活
動
に
は
ス
マ
イ
ル
ズ
『
西
洋
品
行
論
』（
明
治
十
一
―
十
三

年
）、
エ
マ
ソ
ン
『
報
償
論
』（
明
治
二
十
一
年
）
や
『
自
叙
千
字
文
』
な
ど
が
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
に
は
最
初
の
文
学
博
士
授
与
の

一
人
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
政
治
関
係
で
は
元
老
院
議
官
、
東
京
市
会
議
員
、
つ
い
で
二
十
二
年
貴
族
院
勅
選
議
員
と
な
っ
た
（
（

（
注

。

遠
藤
道
子
の
い
う
第
四
期
は
明
治
十
年
四
十
六
歳
で
東
京
大
学
文
学
部
嘱
託
と
な
る
の
を
始
ま
り
と
し
て
い
る
が
、
前
田
愛
は
そ
れ

よ
り
早
く
、
明
治
八
年
東
京
女
子
師
範
学
校
の
開
校
式
は
「
敬
宇
に
と
っ
て
い
わ
ば
明
治
政
府
へ
の
忠
誠
を
誓
う
宣
誓
式
で
あ
っ
た
。

女
子
師
範
学
校
摂
理
を
ふ
り
出
し
に
、
敬
宇
は
そ
の
後
の
十
五
年
間
、
着
実
に
明
治
官
僚
機
構
の
パ
イ
プ
を
上
昇
し
て
い
く
（
（

（
注

。」
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
、「
そ
れ
は
維
新
後
数
年
間
の
中
断
を
間
に
挿
ん
で
、
同
心
の
子
か
ら
昌
平
黌
教
授
に
ま
で
累
進
し
た
か
つ
て
の
立

身
出
世
コ
オ
ス
に
接
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
（

（
注

。」
と
前
田
愛
は
そ
う
位
置
付
け
て
い
る
。
た
し
か
に
第
四
期
で
見
せ
た
中
村
敬
宇
の
立

身
出
世
は
ま
さ
に
儒
学
の
伝
統
的
な
「
学
而
優
則
仕
（
学
び
て
優
な
れ
ば
則
ち
仕
う
）」『
論
語
・
子
張
』
の
道
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
ろ

う
。明

治
二
十
三
（
一
八
九
一
）
年
六
月
、
六
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
敬
宇
に
対
し
て
、
徳
富
猪
一
郎
は
、
福
澤
諭
吉
と
対
照
的
に
、
敬
宇

を
「
君
子
国
の
真
君
子
」
と
題
し
て
、『
人
物
管
見
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

翁
の
同
人
社
は
慶
應
義
塾
の
敵
に
あ
ら
す
、
翁
の
立
志
篇
品
行
論
は
、
西
洋
事
情
文
明
論
の
概
畧
程
、
直
接
に
天
下
を
動
し
た
る

に
あ
ら
す
。
翁
の
同
人
社
文
学
雜
誌
は
、
以
て
学
問
の
勧
め
に
対
す
可
く
も
あ
ら
す
。
翁
は
福
澤
君
の
好
敵
手
に
あ
ら
す
、
翁
又

た
之
を
願
は
ず
。
翁
は
何
人
と
も
争
ふ
所
な
し
、
何
ぞ
福
澤
君
と
争
は
ん
。

と
、
敬
宇
の
「
何
人
と
も
争
ふ
所
な
し
」
の
人
柄
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
同
様
の
比
較
は
透
谷
の
「
明
治
文
学
管
見
」 

（
一
八
九
二
―
九
三
）
に
も
見
ら
れ
、
前
田
愛
は
そ
れ
を
引
用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
（
（

（
注

。

透
谷
は
明
治
初
期
の
錯
綜
し
た
精
神
状
況
を
規
定
し
て
、
…
…
「
変
遷
の
時
代
」
に
、
そ
の
「
尤
も
視
易
き
標
本
」
と
し
て
「
旧

世
界
を
抛
げ
」
て
「
新
世
界
に
於
い
て
拡
大
な
る
領
地
を
有
」
す
る
福
澤
諭
吉
と
、
新
旧
両
世
界
が
「
奇
有
な
る
調
和
を
保
つ
こ
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と
を
得
」
た
中
村
敬
宇
の
二
人
を
抽
出
す
る
。

つ
ま
り
、
旧
世
界
と
徹
底
的
に
決
裂
す
る
福
澤
諭
吉
に
対
し
て
、
つ
ね
に
新
旧
両
世
界
の
融
合
を
求
め
て
い
る
中
村
敬
宇
の
人
間
像

を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
る
。

最
初
の
伝
記
『
中
村
正
直
伝
―
自
助
的
人
物
典
型
』（
成
功
雑
誌
社
、
明
治
四
十
年
）
を
書
い
た
石
井
研
堂
は
、
書
名
の
通
り
、
敬

宇
を
自
助
的
人
物
の
典
型
と
見
な
し
、「
天
壌
の
有
ら
ん
限
り
は
、
先
生
当
に
、
文
学
の
神
と
し
て
、
道
徳
の
神
と
し
て
、
永
く
祀
祝

せ
ら
る
べ
き
な
り
」
と
高
く
評
し
て
い
る
。

敬
宇
は
博
学
で
、
学
は
東
西
を
兼
ね
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
文
章
を
残
し
て
い
る
。「
明
治
の
作
家
で
後
世
に
必
ず
傳
え
る
べ
き
文
字

と
い
え
ば
、
敬
宇
を
推
す
で
あ
ろ
う
。」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
著
書
に
は
弟
子
の
編
集
に
よ
っ
て
『
敬
宇
文
』
一
册
、

『
敬
宇
中
村
先
生
演
説
集
』、『
敬
宇
文
集
』
六
册
、『
敬
宇
詩
集
』
四
册
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
敬
宇
の
亡
後
、
吾
妻
兵
治
は
そ
の

文
章
を
集
め
て
『
作
文
軌
範
―
学
生
及
青
年
之
修
養
良
材
』（
文
正
堂
書
店
、
大
正
六
年
）
を
出
し
た
。

二	

同
人
社
文
学
雑
誌

小
石
川
江
戸
川
町
邸
内
に
開
設
し
た
同
人
社
が
「
開
業
し
た
の
は
明
治
六
年
二
月
で
、
そ
の
源
流
は
す
で
に
静
岡
時
代
に
あ
っ
た
」

（
高
橋
（
一
九
六
六
）
一
一
八
頁
）
と
い
う
。
た
し
か
に
敬
宇
の
「
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
江
東
中
村
楼
ニ
於
テ
同
人
社
親
睦

会
ノ
時
演
説
（
（

（
注

」
に
対
し
て
、「
蓋
同
人
社
創
立
於
明
治
五
年
壬
申
至
今
歳
十
易
寒
暑
矣
」
と
い
う
大
野
太
衛
の
識
語
通
り
な
ら
、
明
治

五
年
の
創
立
か
ら
数
え
る
と
十
年
を
経
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
人
社
に
は
英
学
・
漢
学
・
数
学
の
科
目
が
あ
り
、
明
治
初
年
の
代

表
的
洋
学
塾
で
あ
っ
た
。
静
岡
時
代
の
敬
宇
の
友
人
ク
ラ
ー
ク
が
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
も
開
い
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
、
敬
宇
は
メ
ソ
ヂ

ス
ト
教
会
宣
教
師
Ｏ
・
カ
ッ
ク
ラ
ン
と
知
り
、
同
人
社
の
日
曜
日
説
教
を
托
す
よ
う
に
な
っ
た
。
敬
宇
は
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
き
、
明
治

七
年
十
二
月
、
養
子
一
吉
と
と
も
に
カ
ッ
ク
ラ
ン
か
ら
受
洗
し
た
。

同
人
社
に
は
当
初
二
百
五
十
余
の
生
徒
が
い
た
。
明
治
二
十
二
年
九
月
以
降
、
敬
宇
は
事
実
上
そ
の
経
営
者
で
は
な
く
な
り
、
後
に

東
京
英
語
学
校
に
併
合
さ
れ
て
廃
校
と
な
っ
た
。「
同
人
社
は
先
生
と
そ
の
生
命
を
同
う
せ
し
が
、
其
の
弱
三
十
年
間
出
入
せ
し
所
の

生
徒
は
、
満
を
以
て
算
す
べ
く
皆
出
て
て
社
会
の
各
方
面
に
頭
角
を
露
は
せ
り
（
（

（
注

」
と
そ
の
果
た
し
た
啓
蒙
教
育
の
成
果
が
評
価
さ
れ
て

い
る
。

同
人
社
の
機
関
誌
と
し
て
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
七
月
で
あ
る
。
前
年
の
明
治
八
年
七
月
の
太
政
官

布
告
（
新
聞
紙
条
例
及
び
讒
謗
律
）
に
よ
っ
て
政
論
な
ど
が
制
限
さ
れ
、『
明
六
雑
誌
』
も
そ
の
あ
お
り
を
受
け
て
廃
刊
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。『
横
浜
開
港
五
十
年
史 

下
巻
』（
横
浜
商
業
会
議
所
、
明
治
四
十
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
誌
に
は
、

『
洋
洋
社
談
』（
明
治
七
―
十
六
）　　
　
　

和
文　
　

『
同
人
社
文
学
雑
誌
』（
明
治
九
―
十
六
）　

和
文
・
漢
文　

『
東
洋
新
報
』（
明
治
九
―
十
一
）　　
　
　

漢
文

『
東
京
新
誌
』（
明
治
九
―
二
十
）　　
　
　

変
体
漢
文　

と
い
う
の
が
あ
り
、
和
文
を
中
心
と
し
た
『
洋
洋
社
談
』
に
対
し
て
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
は
和
文
・
漢
文
を
混
ぜ
て
い
る
が
、

次
第
に
漢
文
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
漢
文
一
色
の
雑
誌
『
東
洋
新
報
』
は
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
に
も
寄
稿
す
る
岡
本
監

輔
に
よ
っ
て
編
集
・
発
行
さ
れ
た
。
論
説
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
新
聞
な
ど
の
和
文
記
事
を
わ
ざ
わ
ざ
漢
文
に
訳
し
て
載
せ
て
い
た
ほ
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ど
、
一
定
の
読
者
層
を
見
込
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
服
部
誠
一
に
よ
る
週
刊
誌
『
東
京
新
誌
』
も
や
は
り
漢
文
を
主
と
し
、

仮
名
交
り
文
の
戯
文
や
、
著
名
人
の
艶
聞
や
政
治
へ
の
諷
刺
批
評
な
ど
を
縦
横
し
て
、
当
時
と
し
て
は
多
く
の
発
行
部
数
を
得
た
。
そ

れ
に
続
く
同
様
の
内
容
の
『
吾
妻
新
誌
』
も
発
行
し
た
が
、
明
治
二
十
年
頃
に
は
そ
う
し
た
漢
文
系
の
雑
誌
が
だ
ん
だ
ん
下
火
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

杉
本
（
一
九
九
九
）『
明
治
の
文
芸
雑
誌
―
そ
の
軌
跡
を
辿
る
―
』
に
よ
れ
ば
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
は
「
社
友
中
ノ
詩
話
文
談
、

凡
ソ
学
問
文
芸
ニ
関
係
ス
ル
古
今
中
外
一
切
ノ
談
論
ヲ
集
録
シ
」、「
旧
聞
ヲ
濯
テ
新
見
ヲ
容
ル
ヽ
ヲ
貴
ブ
」
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
月
に
二
回
の
発
表
を
活
字
に
す
る
当
時
の
『
洋
洋
社
談
』
や
『
明
六
雑
誌
』
の
編
集
と
似
て
い
る
。

第
一
号
か
ら
四
十
五
号
は
和
半
紙
二
つ
折
で
、
八
葉
十
六
頁
だ
っ
た
が
、
四
十
六
号
以
降
は
洋
紙
仕
立
て
と
な
り
、
二
十
二
頁
に
増

し
た
。
基
本
的
に
本
誌
は
五
号
活
字
を
用
い
、
二
五
字
×
一
二
行
で
組
む
。
表
紙
に
目
次
を
印
刷
。
最
初
の
二
十
号
ま
で
は
タ
イ
ト
ル

の
み
で
、
二
十
一
号
か
ら
著
者
名
も
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見
返
し
に
こ
と
わ
ざ
・
格
言
（
英
語
の
原
文
と
そ
の
訳
文
）
が
あ
る
。

第
一
号
は
明
治
九
年
七
月
八
日
刊
行
〔
内
題
〕。
奥
付
で
は
「
編
集
長　

中
島
雄
、
出
板
人　

木
平
譲
」
と
あ
る
。
毎
月
二
回
発
兌
と

さ
れ
る
が
、
十
月
十
四
日
の
第
七
号
に
続
い
て
、
二
か
月
後
の
十
二
月
二
十
三
日
に
第
八
号
は
発
行
な
ど
、
初
期
で
は
毎
月
二
回
を
守

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
人
社
本
局
を
東
京
小
石
川
江
戸
川
町
十
七
番
地
に
置
い
て
あ
る
。
印
刷
売
捌
所
は
東
京
薬
研
堀
町

三
十
三
番
地
の
報
知
社
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
号
の
明
治
九
年
七
月
か
ら
七
年
間
続
き
、
明
治
十
六
年
五
月
の
九
十
二
号
で
幕
引
き
と

な
っ
た
。

『
東
京
新
聞
雑
誌
便
覧
』（
法
木
書
屋
、
明
治
十
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
月
に
二
回
の
発
行
、
壹
部
金
四
銭
、
半
ケ
年
金
四
十
二
銭
、
一

ケ
年
金
七
十
二
銭
と
な
っ
て
い
る
。『
團
團
珍
聞
』（
珍
聞
館
）
の
一
八
八
一
年
七
月
か
ら
八
月
号
に
五
十
六
号
か
ら
五
十
八
号
の
広
告

も
載
せ
て
い
る
。

『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
は
編
集
者
（
中
島
雄
一
―
十
五
、
斎
藤
幹
十
六
、
安
藤
勝
任
十
七
―
二
十
七
、
木
平
譲
二
十
八
―
三
十
四
、

吾
妻
兵
治
三
十
五
―
七
十
三
、千
賀
鶴
太
郎
七
十
四
―
九
十
二
）
の
変
更
に
よ
っ
て
区
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
大
き
な
変
化

は
や
は
り
明
治
十
年
九
月
三
日
発
行
の
第
十
七
号
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
奥
付
の
「
告
白
」
に
よ
れ
ば
、「
前
キ
ニ
芝
公
園
地
日
清
社
ニ

テ
刊
行
ノ
寰
海
新
報
（
（

（
注

ハ
此
文
学
雑
誌
エ
合
併
」
し
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
中
国
人
の
王
治
本
（
号
漆
園
）
の
文
章
を
は
じ
め
て
第

十
七
号
に
載
せ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｏ
・
ウ
ェ
ー
ド
の
『
語
言
自
邇
集
』
を
編
集
し
な
お
し
た
広
部
精
（
一
八
五
八
―
一
九
〇
五
）
の

『
亜
細
亜
言
語
集
』（
明
治
十
年
刊
行
）
に
王
治
本
と
中
村
敬
宇
の
序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
つ
な
が
り
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
こ
の
書
物
は
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
、「
今
世
人
之
汲
々
於
学
唐
話
者
以
其
便
交
際
也
」（
敬
宇

序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
村
敬
宇
自
身
の
中
国
語
学
習
も
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
存
す
る
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
の
所
蔵
を
確
認
す
る
と
、
恐
ら
く
二
種
類
の
系
統
が
あ
る
。
一
つ
は
単
行
本
の
形
の
流
布
で
あ

り
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
乾
坤
二
冊
（
洋
学
文
庫
八
・C507

）
と
国
文
学
研
究
資
料
館
に
あ
る
六
十
六
号
か

ら
七
十
三
号
ま
で
の
合
本
（
請
求
番
号00396

）
か
ら
は
そ
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
サ
イ
ズ
は
と
も
に
一
八
一
×
一
二
四
㎜

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
合
冊
本
で
あ
る
が
、
サ
イ
ズ
（
一
七
〇
×
一
一
四
㎜
）
は
前
者
よ
り
や
や
小
さ
い
。
こ
れ
も
二
種
類

が
あ
り
、
一
つ
は
明
治
十
四
年
二
月
十
日
発
兌
の
四
十
六
号
の
奥
付
頁
の
「
社
告
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
四
分
冊
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。

従
来
本
誌
合
本
四
方
ノ
注
文
陸
続
絶
エ
ザ
リ
シ
モ
何
分
不
揃
ニ
テ
其
需
ニ
応
シ
兼
子
タ
リ
因
テ
此
般
読
者
ノ
便
宜
ヲ
計
リ
更
ニ
缺

本
ヲ
摺
立
左
ノ
期
日
ヲ
以
テ
発
売
致
ス
ヘ
シ
但
日
本
仕
立
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一
―
十
、二
月
十
五
日
出
来　

定
価
三
拾
銭

十
一
―
二
十
、二
月
廿
五
日
出
来　

定
価
三
拾
銭

二
十
一
―
三
十
、三
月
二
十
日
出
来　

定
価
三
拾
銭

三
十
一
―
四
十
五
、四
月
二
十
日
出
来　

定
価
四
拾
五
銭

明
治
十
四
年
十
月
十
日
発
兌
の
六
十
二
号
の
奥
付
頁
の
「
社
告
」
に
、「
文
学
雑
誌
合
本
第
五　

自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
号
十
五

冊
分　

西
洋
仕
立　

一
部
定
価
五
十
銭
」
と
あ
り
、
続
い
て
翌
明
治
十
五
年
六
月
二
十
日
発
兌
の
七
十
九
号
の
奥
付
頁
の
「
本
誌
合
本

広
告
」
に
、「
文
学
雑
誌
合
本
自
六
十
号
至
七
十
五
号
十
五
冊
綴
西
洋
仕
立
一
部
定
価
五
十
銭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
五
冊
ず
つ
合
本

を
作
っ
て
い
る
が
、
七
十
六
号
か
ら
最
後
の
九
十
二
号
ま
で
の
合
本
の
広
告
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

架
蔵
の
三
冊
和
装
本
は
、「
文
学
雑
誌
」
の
一
―
十
、十
一
―
二
十
、二
十
一
―
三
十
号
で
あ
る
。
各
号
の
表
紙
に
は
「
同
人
社
文
学

雑
誌
」
の
下
に
「
同
人
社
蔵
記
」
と
い
う
十
五
㎜
四
方
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
あ
る
。
第
一
号
か
ら
十
五
号
ま
で
の
本
文
頁
の
右
上
に
縦

長
の
朱
印
「
時
習
堂
図
書
章
」（
三
五
×
十
五
㎜
）
が
あ
り
、
十
六
号
、
十
七
号
は
そ
の
下
に
さ
ら
に
「
蘭
畹
書
屋
」（
四
十
×
四
十

㎜
）
の
朱
印
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
十
八
号
か
ら
そ
れ
し
か
な
く
な
り
、「
時
習
堂
図
書
章
（
（注

（
注

」
の
位
置
と
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

二
十
五
号
か
ら
二
十
七
号
の
同
じ
位
置
に
今
度
は
同
じ
大
き
さ
の
方
印
「
時
習
堂
記
」
が
押
さ
れ
て
い
た
。
二
十
八
号
か
ら
三
十
号
に

は
何
も
押
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
三
冊
目
の
二
十
一
―
三
十
号
の
表
紙
部
分
は
全
部
最
初
に
載
り
、
各
号
の
前
に
は
つ
い
て

い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
同
じ
合
冊
本
で
あ
り
な
が
ら
、
一
―
四
十
五
、四
十
六
―
六
十
七
、六
十
八
―
九
十
二
号
の
三
冊
で
あ
る
。
架
蔵
本
は
そ

の
一
冊
目
を
欠
き
、
二
冊
目
の
最
初
の
四
十
六
号
の
表
紙
に
は
い
ま
ま
で
と
同
じ
く
「
同
人
社
蔵
記
」
の
朱
印
が
あ
っ
た
が
、
四
十
七

号
か
ら
は
や
や
大
き
め
の
「
同
人
社
文
学
雑
誌
之
記
」
の
印
と
な
っ
て
、
最
後
の
九
十
二
号
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
秦
所

蔵
」
と
「
肖
水
文
庫
」
と
い
う
所
蔵
者
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
後
者
は
か
の
有
名
な
近
世
文
学
の

大
家
山
口
剛
の
旧
蔵
印
で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
本
来
単
行
本
と
合
冊
本
は
同
じ
は
ず
だ
が
、
最
後
の
九
十
二
号
に
お
い
て
、
単
行
本

の
二
〇
頁
に
佐
藤
麟
角
の
「
嶋
原
行
」
が
あ
る
の
に
、
合
冊
本
で
は
そ
れ
が
削
ら
れ
て
い
た
。　
　

日
本
近
代
文
学
館
編
『
複
刻
日
本
の
雑
誌
』
で
は
『
文
学
雑
誌
』
第
一
号
を
「
復
刻
」
し
た
が
、
基
本
的
に
漢
文
の
部
分
を
削
除

し
、
和
文
だ
け
を
残
す
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、「
文
学
」
の
二
文
字
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
和
文
を
中
心
と
し
た
近
代
文
学
の

と
ら
え
方
が
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
は
ナ
ダ
書
房
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
版
（
五
山
堂
書
店
発
売
、
一
九
八
七
）
が
あ
り
、
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
欠
頁

や
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
る
。

三	

近
代
啓
蒙
の
さ
き
が
け

高
橋
（
一
九
六
六
）
に
よ
れ
ば
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』（
一
―
九
十
二
号
）
は
和
漢
文
を
し
め
て
計
六
五
〇
弱
の
文
章
が
あ
り
、
野

村
（
二
〇
〇
七
）
の
表
１
「
同
人
社
文
学
雑
誌
目
次
」
に
は
六
三
〇
が
あ
る
（
欠
号
が
数
え
ら
れ
て
い
な
い
）。「
社
長
中
村
敬
宇
の
作

品
が
最
高
で
百
八
十
余
り
」（
高
橋
（
一
九
六
六
）
二
〇
四
頁
）
を
載
せ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
文
学
」
を
冠
し
た
最
初
の
雑
誌
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
文
学
」
は
よ
り
広
い
意
味
で
の
人
文
学
全
般
を
意
味
す
る
も
の

で
、
同
時
代
の
中
国
の
用
法
（
例
え
ば
『
文
学
興
国
策
』（
一
八
九
六
））
と
同
様
で
あ
る
（
（注

（
注

。

中
村
敬
宇
に
よ
っ
て
在
華
宣
教
師
た
ち
の
著
書
（
漢
文
、
英
文
）
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
中
で
も
『
中
西
関
係
略
論
』
の
和
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訳
が
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
五
年
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
自
由
を
主
張
す
る
『
泰
西
人
ノ
上
書
ニ
擬
ス
』
を
匿
名
で
発
表
し
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
政
府
の
外
教
弾
圧
に
対
す
る
抗
議
で
キ
リ
ス
ト
教
が
西
洋
文
明
の
精
髄
で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
の
う
ち
に
天
皇
が

率
先
し
て
受
洗
せ
よ
と
す
る
。
こ
の
漢
文
は
日
本
に
先
ん
じ
て
、
一
八
七
二
年
六
月
に
「
擬
泰
西
人
上
日
本
國
君
書
」
と
題
し
て
中
国

の
『
教
会
新
報
』（
二
十
二
日
、
二
十
九
日
）
に
も
載
せ
、
さ
ら
に
一
八
七
七
年
二
月
再
度
「
擬
泰
西
人
上
書
」
の
タ
イ
ト
ル
で
『
万

国
公
報
』（
三
三
八
六
―
三
三
八
九
頁
）
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
「
日
本
人
」
と
い
う
匿
名
で
あ
っ
た
が
、
後
者
に
は

さ
ら
に
Ａ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（A

lexander W
illiam

son

、
中
国
名
、
韋
廉
臣
、
一
八
二
九
―
一
八
九
〇
）
に
よ
る
八
百
餘
字
の
推

薦
文
が
あ
る
（
（注

（
注

。
驚
く
こ
と
に
広
東
で
も
七
頁
の
小
冊
子
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
（
（注

（
注

。
の
ち
に
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
関
連
の
文
章
は
同

時
代
の
『
東
京
新
報
』（
十
字
社
、
一
八
七
七
）
に
載
る
こ
と
が
多
い
。

中
村
敬
宇
の
洋
学
へ
の
接
近
は
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
―
一
八
六
四
）
と
も
関
係
し
て
い
る
。
二
人
は
と
も
に
佐
藤
一
齋
に
教

わ
っ
て
い
る
。
島
国
の
閉
鎖
的
思
考
か
ら
諸
外
国
の
発
達
し
た
文
化
を
と
り
入
れ
て
、
日
本
の
自
主
的
開
港
に
よ
っ
て
、
国
家
の
発
展

を
願
っ
た
象
山
の
開
国
論
に
敬
宇
も
共
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
人
は
吉
雄
権
之
助
の
日
蘭
漢
の
三
か
国
語
辞
書
に
対
す

る
関
心
が
共
通
し
て
い
る
。
象
山
の
『
增
訂
荷
蘭
語
彙
題
言
』（
一
八
四
九
―
五
〇
）
を
受
け
て
、
敬
宇
の
書
い
た
「
穆モ
リ
ソ
ン

理
宋
韻
府
鈔

叙
」（
一
八
五
五
）
が
再
度
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
第
七
十
六
号
（
明
治
十
五
年
五
月
十
日
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
真
男
「
幕

末
に
お
け
る
視
座
の
変
革
―
―
佐
久
間
象
山
の
場
合
―
―
」（『
忠
誠
と
反
逆
』
に
所
収
）
に
よ
れ
ば
、「
彼
が
深
く
傾
倒
し
た
聖
人
の

道
と
儒
学
の
諸
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
最
後
ま
で
執
着
し
て
お
り
ま
し
た
。
象
山
に
お
い
て
易
学
の
理
も
「
西
洋
詳
証
術
」
の
理

も
、
根
本
に
お
い
て
同
じ
真
理
で
し
た
。
つ
ま
り
ど
こ
ま
で
も
朱
子
学
の
精
神
に
随
っ
て
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
然
科

学
を
勉
強
し
て
い
く
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
な
が
ら
も
儒
教
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
一
致
点

を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
敬
宇
も
同
じ
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
の
「
漢
学
不
可
廃
論
」
に
お
い
て
、「
支
那
ノ
書
ヲ
英
語
ニ
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
数
多
ア
ル
中
ニ
英
人
メ
ド
ホ
ル
ス
ト
氏
ノ

譯
セ
ル
書
經
ヲ
余
ハ
三
十
年
前
之
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
Ｗ
・
Ｈ
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
英
訳
を
通
し
て
漢
学
を
見
直
す
考
え

方
を
も
っ
て
い
る
。
敬
宇
自
身
は
一
八
六
五
年
か
ら
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
英
華
字
典
を
勝
海
舟
か
ら
借
り
て
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
敬
宇
自
筆
の
蔵
書
目
録
に
は
Ｗ
・
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
英
漢
辞
書
と
さ
れ
た
も
の
が
一
冊
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
英
学
へ
の
関

心
は
モ
リ
ソ
ン
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
へ
と
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
英
華
字
典
を
底
本

に
し
て
翻
刻
し
た
同
人
社
メ
ン
バ
ー
の
津
田
仙
・
柳
沢
信
大
・
大
井
鎌
吉
訳
、
敬
宇
校
閲
の
『
英
華
和
訳
字
典
』（
一
八
七
九
―

一
八
八
一
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
川
田
剛
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
当
該
辞
書
に
見
ら
れ
る
和
漢
洋
三
体
文
字
必
修
の
発
想
な
ど
は
初
期

の
英
学
の
状
況
の
反
映
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
語
の
後
に
ロ
ー
マ
字
で
そ
の
読
み
方
を
示
す
方
式
は
外
国
人
に
日
本
語
学
習
の
便
宜

を
与
え
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
原
書
の
記
述
方
式
を
も
自
己
の
流
儀
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
過
渡
期
の
辞
書
の
ひ

と
つ
の
特
徴
と
見
ら
れ
る
。
や
は
り
「
蘭
英
漢
」
三
か
国
語
辞
書
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
彼
自
身
の
訳
著
に

も
そ
の
利
用
が
見
ら
れ
る
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
翻
訳
に
な
る
『
自
由
之
理
』
に
使
用
さ
れ
た
訳
語
の
中
に
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の

訳
語
と
一
致
す
る
も
の
の
多
い
こ
と
が
森
岡
健
二
氏
に
よ
っ
て
調
査
発
表
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
、『
西
国
立
志
編
』
で
の
ロ
プ

シ
ャ
イ
ト
の
英
華
字
典
の
使
用
も
木
村
秀
次
『
近
代
文
明
と
漢
語
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。

敬
宇
以
外
の
執
筆
者
は
同
人
社
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
中
島
雄
、
安
藤
勝
任
、
信
夫
恕
軒
、
吾
妻
兵
治
、
大
野
太
衛
の
ほ
か
、
東

大
関
係
者
の
井
上
哲
次
郎
、
重
野
安
繹
、
そ
の
他
の
津
田
仙
、
柳
田
信
大
、
西
村
茂
樹
、
栗
本
鋤
雲
、
副
島
種
臣
、
末
松
謙
澄
、
東
条

世
三
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
漢
学
者
の
大
槻
盤
渓
、
岡
千
仭
、
岡
本
監
輔
、
内
藤
耻
叟
、
三
島
中
洲
、
亀
谷
省
軒
、
森
春
濤
、
広

部
精
な
ど
も
寄
稿
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
文
章
の
形
式
よ
り
み
れ
ば
、
総
題
数
六
百
五
十
弱
の
う
ち
日
本
文
で
記
さ
れ
た
文
章
が
約

百
三
十
、
残
り
が
漢
詩
文
で
、
数
の
上
で
は
後
者
の
方
が
多
い
。」
そ
し
て
「
政
談
が
少
な
い
の
が
特
徴
」
と
い
う
の
も
敬
宇
の
旧
幕
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臣
の
立
場
と
関
係
し
て
く
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
新
聞
紙
条
例
及
び
讒
謗
律
」
に
よ
る
縛
り
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

翻
訳
史
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
が
近
代
知
識
の
伝
播
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
ず
翻
訳
の
実
践
と

し
て
巻
頭
に
あ
る
西
諺
・
格
言
を
は
じ
め
英
詩
や
西
洋
著
名
人
の
伝
記
な
ど
多
く
の
翻
訳
作
品
を
載
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
啓

蒙
期
に
見
ら
れ
る
西
洋
の
最
新
の
学
問
や
思
想
や
知
識
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
思
想
や
知
識
の
ほ
か
、
そ
の
新
概
念
の
媒

介
で
あ
る
新
漢
語
の
生
成
と
伝
播
の
役
割
を
考
察
す
る
に
も
好
都
合
で
あ
っ
た
。「
西
洋
趣
味
多
し
」
と
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

ま
ず
毎
号
の
雑
誌
の
見
返
し
に
西
諺
・
格
言
を
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
洋
思
想
・
精
神
の
伝
播
を
助
け
る
も
の
で
、
最
初
の

一
号
か
ら
二
号
は
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
か
ら
の
抜
粋
で
五
項
目
の
和
語
訳
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
八
号
、
九
号
、
十
号
の
十

項
目
を
除
き
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
漢
文
訳
と
な
っ
て
い
る
。
拙
著
『
日
本
の
諺
・
中
国
の
諺
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
）
に
お
い

て
、
和
漢
の
諺
の
由
来
を
検
討
し
な
が
ら
も
西
洋
の
諺
・
格
言
の
日
本
的
導
入
と
中
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
課
題
と
し
て
き
た
。『
同

人
社
文
学
雑
誌
』
に
お
け
る
諺
・
格
言
の
漢
訳
は
そ
う
い
う
伝
播
に
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、『
西
国
立
志
編
』
序

文
に
あ
るH

eaven helps those w
ho help them

selves

を
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と
訳
し
た
が
、『
同
人
社
文
学
雑

誌
』
第
一
号
で
は
「
神
ハ
自
カ
ラ
助
ク
ル
人
ヲ
助
ク
」
と
、
主
語
は
「
天
」
か
ら
「
神
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
の
ち
に
日
本
に
亡
命

し
た
梁
啓
超
が
橫
浜
で
発
行
し
て
い
る
『
清
議
報
』
で
は
『
西
国
立
志
編
』
の
紹
介
と
と
も
に
「
西
諺
曰
、
天
常
助
自
助
者
」
と
中
国

で
な
じ
み
の
「
天
」
を
使
っ
て
い
る
（
（注

（
注

。

野
村
（
二
〇
〇
七
）
の
「
同
人
社
文
学
雑
誌
見
返
し
の
諺
」（
表
２
）
に
よ
れ
ば
、
西
諺
・
格
言
の
収
録
は
全
部
で
七
百
を
超
え
て

い
る
。
中
村
敬
宇
の
「
東
西
聖
賢
ノ
格
言
要
語
ヲ
撰
ビ
修
身
教
課
書
ヲ
編
成
ス
ル
ノ
意
見
」（
三
十
号
）
は
如
実
に
そ
の
目
的
を
表
し

て
い
る
。
そ
れ
は
同
じ
同
人
社
の
メ
ン
バ
ー
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
野
太
衛
『
泰
西
格
言
』（
一
八
八
三
）
と
吾
妻

兵
治
『
英
漢
和
対
譯 

泰
西
格
言
集
』（
敬
文
館
、
一
九
二
二
）
が
あ
る
。

吾
妻
兵
治
に
よ
る
翻
訳
作
品
は
多
く
、
漢
文
伝
記
「
英
王
阿
弗
勒
紀
」
十
九
号
、「
奢
氏
伝
略
」
二
十
号
、「
記
額
蘭
徳
君
夫
人
之

話
」
五
十
号
、「
華
盛
頓
行
状
」
七
十
一
号
の
ほ
か
、
和
文
に
よ
る
「
貴
族
論
［
英
儒
陪
根
文
集
抄
訳
］」
六
十
一
号
、「
論
富
有
［
培

根
文
集
訳
］」
八
十
一
号
の
翻
訳
も
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
日
本
へ
は
じ
め
て
英
詩
訳
（
十
五
首
）
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
明
治
十
一
年
の
三
十
四
号
に
載
せ
て
い
る
。

人
生
（
ベ
レ
イ
）、
人
生
（
ド
ッ
ド
リ
ッ
ジ
）、
人
生
（
ジ
ョ
ン
、 

マ
ス
ソ
ン
）、
以
善
報
悪
（
チ
ル
ロ
ッ
ト
ソ
ン
）、
自
足 

（
シ
ヱ
ー
キ
ス
ペ
イ
ア
）、
行
善
（
セ
ネ
カ
）、
娯
楽
（
ボ
ル
ン
ス
）、
人
事
之
潮
水
（
シ
ヱ
ー
キ
ス
ペ
イ
ア
）、
卑
賎
之
幸
福 

（
シ
ヱ
ー
キ
ス
ペ
イ
ア
）、
力
勤
（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
）、
良
心
（
フ
ォ
ル
レ
ル
）、
良
心
（
ミ
ル
ト
ン
）、
懶
惰
（
ヒ
ル
ハ
ウ
ス
）、
貴

人
之
憂
慮
（
シ
ヱ
ー
キ
ス
ペ
イ
ア
）、
自
敬
（
シ
ヱ
ー
キ
ス
ペ
イ
ア
）

欧
米
の
言
語
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
に
は
、
東
条
世
三
の
和
訳
が
挙
げ
ら
れ
る
。
誌
上
掲
載
の
十
八
篇
の
う
ち
、
主
に
和
文
に
翻
訳
し

て
い
た
の
だ
が
、
公
益
心
［
李
抜
（
リ
ー
バ
ー
（
（注

（
注

）
氏
著
政
治
修
身
論
抄
訳
］
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
経
世
学
か
ら
の
抜
粋
訳
が
あ
る
。
の
ち

に
雑
誌
『
青
春
会
文
学
雑
誌
』（
八
）（
青
春
会
、
私
立
刀
川
英
学
校
内
一
八
八
九
年
四
月
）
に
転
載
さ
れ
た
の
は
『
同
人
社
文
学
雑

誌
』
五
十
三
号
に
あ
る
「
権
利
義
務
之
関
係
」（
東
條
世
三
訳
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
雑
誌
を
実
践
の
場
と
し
て
多
く
の
漢
文
を
載
せ
て
い
た
。「
詩
や
文
章
を
蒐
め
、
且
つ
西
洋
の
新
知
識
を
紹
介
し
た
。

漢
文
に
長
じ
て
ゐ
た
爲
め
、
西
洋
の
思
想
を
、
頑
迷
固
陋
な
る
漢
学
者
の
間
に
擴
め
る
に
は
甚
だ
好
都
合
で
あ
つ
た
。」（
宮
島
新
三
郎

「
発
祥
時
代
の
明
治
文
化
」『
明
治
文
化
発
祥
記
念
誌
』
大
日
本
文
明
協
会
、
一
九
一
四
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
漢
学
好
き
な
人
々
へ

の
啓
蒙
思
想
の
伝
播
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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四	

漢
詩
・
漢
文
を
中
心
と
し
た
日
中
文
化
人
の
交
流

前
出
の
徳
富
猪
一
郎
『
人
物
管
見
』
で
は
、

翁
の
老
友
大
槻
磐
溪
、
甞
て
曰
く
、
氏
三
十
年
の
功
を
以
て
漢
籍
を
研
究
し
、
六
年
の
力
を
以
て
洋
書
を
讀
む
と
。
亦
以
て
そ
の

漢
学
に
涵
養
せ
ら
れ
た
る
の
久
し
き
を
知
る
可
し
。

と
、
敬
宇
を
洋
学
者
よ
り
む
し
ろ
漢
学
者
と
見
な
す
べ
き
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
前
出
の
遠
藤
（
一
九
六
六
）
に
も
み

ら
れ
る
。

明
治
七
年
よ
り
十
五
年
ま
で
彼
が
「
同
人
社
」
よ
り
出
版
し
た
文
学
雑
誌
と
銘
う
つ
文
学
・
教
育
・
思
想
・
歴
史
等
多
方
面
に
わ

た
る
「
同
人
社
文
学
雑
誌
」
を
、
そ
れ
自
体
ま
た
文
学
史
の
上
で
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
彼
は
た
く
さ
ん
の
漢
詩
、

漢
文
集
を
か
い
て
い
る
。
彼
の
東
京
大
学
で
の
講
義
は
漢
学
、
支
那
哲
学
で
あ
っ
た
。
学
問
と
し
て
も
っ
と
も
造
詣
が
深
か
っ
た

の
は
漢
学
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
彼
の
蔵
書
三
万
冊
余
り
の
殆
ん
ど
が
漢
籍
で
あ
る
こ
と
、
聖
堂
の
儒
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
察

し
ら
れ
る
。
彼
自
身
西
欧
一
辺
倒
と
な
る
社
会
風
潮
の
中
で
、
明
治
八
年
「
支
那
不
可
侮
論
」
を
明
六
雑
誌
に
書
き
再
び
十
八
年

「
漢
学
不
可
廃
論
」
を
書
い
て
い
る
。

実
際
に
、
同
人
社
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
雑
誌
を
通
し
て
在
東
京
の
中
国
人
王
漆
園
、
沈
子
星
（
（注

（
注

、
清
国
公
使
館
員
の
何
如
璋
、
張
斯
桂
、

黄
遵
憲
、
黎
庶
昌
、
姚
文
棟
、
陳
允
頤
、
黄
錫
銓
、
ま
た
朝
鮮
人
の
兪
吉
濬
、
尹
致
昊
な
ど
と
の
交
流
の
輪
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し

て
中
村
に
中
国
語
を
教
え
、
漢
詩
集
編
集
し
、
序
文
を
書
い
た
張
文
成
も
い
る
。
具
体
的
に
蒲
生
重
章
に
よ
る
漢
文
の
「
自
由
園
雅
集

記
」（『
褧
亭
文
鈔 

初
編
』
明
治
三
十
一
年
）
に
お
い
て
明
治
二
十
二
年
五
月
十
九
日
に
清
国
公
使
お
よ
び
日
清
の
賢
人
十
一
名
を
、

小
石
川
の
江
戸
川
端
大
曲
の
旧
内
藤
邸
に
あ
る
敬
宇
の
自
宅
の
庭
園
自
由
園
に
招
い
た
様
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
座
有
張

君
者
。
亦
淸
人
。
年
最
少
。
寓
敬
宇
家
。
肄
業
文
字
。
敬
宇
亦
就
學
唐
音
。」
と
、
敬
宇
が
張
文
成
に
つ
い
て
中
国
語
を
習
っ
て
い
る

こ
と
も
記
し
て
い
る
。
た
し
か
に
「
敬
宇
先
生
は
『
詩
経
』
を
読
む
と
て
、
あ
る
い
は
訓
読
し
、
あ
る
い
は
支
那
音
で
棒
読
み
に
し
、

教
場
を
ぐ
る
ぐ
る
吟
じ
廻
っ
た
り
し
た
。
長
崎
で
支
那
音
を
学
ん
だ
の
で
、
そ
れ
を
教
え
よ
う
と
い
っ
た
。」（
三
九
頁
）
と
い
う
三
宅

雪
嶺
の
自
伝
に
も
中
国
語
で
詩
経
を
読
む
様
子
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
日
中
間
の
交
流
の
実
態
が
こ
の
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
に
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
ま
で
見
過
ご
さ
れ

た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
雑
誌
に
載
る
清
国
公
使
館
員
の
黄
遵
憲
の
文
章
が
意
外
に
も
中
国
で
編
集
さ
れ
た
彼
の
全
集

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
日
中
文
化
人
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
と
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
村
敬
宇
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ら
の
同
人
社
メ
ン
バ
ー
の
輪
は
さ
ら
に
広
が
り
、
ア
ジ
ア
主
義
の
萌
芽
を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
ま
さ
に

同
人
社
に
お
け
る
日
中
韓
三
国
の
交
流
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
同
人
社
メ
ン
バ
ー
が
対
中
翻
訳
事
業
へ
の
か
か
わ
り
を
持
つ

よ
う
に
な
る
。
善
隣
訳
書
館
の
創
設
は
そ
の
最
初
の
一
歩
で
あ
ろ
う
。
狭
間
（（
二
〇
〇
二
）
五
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
一
八
九
九
年
上

半
年
頃
、
岡
本
監
輔
や
吾
妻
兵
治
が
発
足
を
準
備
し
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
む
ろ
ん
『
清
議
報
』
第
二
冊
（
光
緒
二
十
四
年

十
一
月
二
十
一
日
）
一
八
九
八
年
十
一
月
に
す
で
に
「
善
隣
協
会
主
旨
」
を
以
下
の
よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
。

欲
提
供
日
本
経
験
支
援
隣
国
、
依
此
成
立
的
『
株
式
会
社
善
隣
譯
書
館
』
也
是
說
「
支
那
之
維
新
業
已
萌
芽
…
…
首
先
要
普
及
我
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新
書
以
啓
彼
知
見
…
…
」、
即
日
本
維
新
後
、
靠
外
国
書
而
左
右
了
「
国
民
的
腦
力
」、
這
一
方
法
也
準
備
向
清
国
普
及
。「
且
吾

館
新
書
普
及
之
日
則
是
剔
去
空
文
虚
礼
鼓
吹
新
知
實
学
之
時
」。
就
此
、
清
國
的
督
撫
道
台
等
「
大
賛
吾
館
之
美
挙
」。

つ
ま
り
、
維
新
後
外
国
書
物
に
よ
っ
て
国
民
の
脳
力
を
左
右
し
た
日
本
の
経
験
を
隣
国
に
提
供
し
、
空
文
虚
礼
を
廃
し
、
新
知
實
学

を
中
国
へ
普
及
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
最
初
に
翻
訳
し
、
中
国
へ
売
り
出
し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
同
人
社
の
メ
ン

バ
ー
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

＊
國
家
学　
　
　
　

伯
崙
知
理
著
、
吾
妻
兵
治
訳
（
善
隣
訳
書
館
、
一
八
九
九
）

＊
戦
法
学　
　
　
　

石
井
忠
利
著
（
善
隣
訳
書
館
、
一
八
九
九
）  

＊
大
日
本
維
新
史　

重
野
安
繹
著
（
善
隣
訳
書
館
、
一
八
九
九
（
（注

（
注

）

＊
日
本
警
察
新
法　

小
幡
儼
太
郎
（
楽
山
）
訳
編
、
王
治
本
校
（
善
隣
訳
書
館
、
一
八
九
九
）

ま
た
、
井
上
哲
次
郎
の
『
訂
増
英
華
字
典
』
は
こ
の
時
流
に
乗
っ
て
中
国
で
も
販
売
し
は
じ
め
て
い
る
。

五
　
本
研
究
の
経
緯

九
十
二
号
を
も
っ
て
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
の
突
如
の
停
刊
に
は
何
の
説
明
が
な
く
、
推
し
て
考
え
れ
ば
二
つ
の
要
因
が
か
か
わ
っ

て
い
る
。
一
つ
は
敬
宇
自
身
が
東
京
大
学
の
教
授
と
な
り
、
出
世
立
身
が
達
成
さ
れ
な
が
ら
も
明
治
十
六
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
大
部
の

ま
と
ま
っ
た
著
述
が
な
く
、
そ
の
前
の
序
跋
辞
退
と
合
わ
せ
て
、
自
分
の
時
間
が
欲
し
い
と
い
う
個
人
的
な
理
由
か
ら
来
る
も
の
で
あ

る
。
二
つ
目
は
、
明
治
十
四
年
創
刊
さ
れ
た
東
大
関
係
者
を
中
心
と
し
た
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』（
一
八
八
一
―
一
八
八
八
）
の
存
在
で

あ
る
。『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
に
載
せ
た
文
章
が
後
に
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
に
転
載
さ
れ
る
事
が
増
え
て
も
そ
の
逆
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
同
人
社
の
方
は
格
下
に
見
ら
れ
、
同
じ
東
大
教
授
に
な
っ
た
敬
宇
に
と
っ
て
も
も
ど
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文

体
の
面
か
ら
み
て
も
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
は
和
文
の
占
め
る
割
合
が
号
を
追
う
ご
と
に
減
り
、
漢
文
が
主
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一

方
、『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
は
和
文
が
中
心
で
、
漢
詩
文
が
一
割
程
度
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
書
き
手
、
読
み
手
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
漢
文
で
も
、
敬
宇
の
添
削
を
受
け
た
三
宅
も
『
三
宅
雪
嶺　

自
伝
／
自
分
を
語
る
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
七
）
に
当
時
の
様
子
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

当
時
漢
学
が
復
興
し
、
漢
文
が
頗
る
盛
で
あ
っ
て
、
重
野
（
安
繹
）
氏
と
河
田
（
川
田
甕
江
の
誤
り
）
氏
と
が
両
大
関
、
そ
れ
か

ら
関
脇
小
結
等
が
並
ん
で
居
る
。
島
田
（
重
礼
）
は
重
野
側
、
信
夫
（
恕
軒
）
は
河
田
側
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
派
別
し
た
。
詩
で
は

大
沼
枕
山
、
小
野
湖
山
、
鱸
松
塘
、
森
春
濤
と
い
う
所
が
あ
る
。
文
芸
雑
誌
と
い
え
ば
、
漢
文
を
以
て
す
る
の
が
多
く
、「
東
京

新
誌
」
と
い
う
は
殆
ど
全
部
風
俗
壊
乱
的
の
漢
文
で
満
た
さ
れ
た
。
世
間
で
漢
文
が
普
通
に
な
り
、
作
文
と
い
え
ば
漢
文
を
意
味

し
、
仮
名
交
り
は
小
学
に
限
る
か
に
聞
え
る
。
自
分
は
始
め
島
田
氏
の
添
削
を
受
け
、
次
に
三
島
（
毅
）
氏
の
添
削
を
受
け
、
後

に
中
村
（
正
直
）
氏
の
添
削
を
受
け
た
が
、
三
島
の
代
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
外
で
も
な
い
、
漢
学
か
ら
入
り
込
ん
だ
漢
文
と
、

洋
学
か
ら
入
り
込
ん
だ
漢
文
と
趣
を
異
に
し
、
い
ず
れ
が
宜
い
か
と
い
う
に
在
る
。
前
者
は
用
語
簡
潔
、
意
義
深
長
で
も
、
筆
が

渋
っ
て
窮
屈
に
過
ぎ
、
後
者
は
意
の
儘
に
感
想
を
発
表
し
て
も
、
同
じ
事
を
繰
返
し
無
駄
が
多
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
漢
学
的

漢
文
は
軌
範
（『
文
章
規
範
』）
又
は
八
家
文
（『
唐
宋
八
家
文
』）
を
標
準
に
し
、
漢
学
者
の
受
け
が
宜
く
、
洋
学
的
漢
文
は
思
想

に
富
ん
で
も
外
道
扱
い
に
さ
れ
た
。（
一
二
一
―
一
二
二
頁
）
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つ
ま
り
、
文
体
的
に
は
「
漢
学
か
ら
入
り
込
ん
だ
漢
文
と
、
洋
学
か
ら
入
り
込
ん
だ
漢
文
と
」
が
あ
り
、
前
者
は
中
国
の
漢
文
の
流

れ
を
汲
む
が
、
自
作
の
漢
文
は
な
る
べ
く
前
者
に
随
う
が
、
後
者
の
翻
訳
か
ら
入
っ
た
漢
文
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
原
語
の
要
素
を

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
い
わ
ば
日
本
的
漢
文
の
展
開
の
中
で
翻
訳
文
体
に
刺
激
さ
れ
独
自
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
に
お
い
て
は
ま
さ
に
両
者
の
せ
め
ぎ
合
い
を
見
せ
て
い
る
。
両
者
の
文
体
的
異
同
と
相
互
影
響
は
研
究
す
べ
き

テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
文
体
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
明
治
以
降
、
和
漢
の
相
対
化
が
進
み
、
漢
の
ほ
う
を
疎
か
に
し
て
き
た

せ
い
も
あ
っ
て
、『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
に
お
け
る
漢
文
の
多
用
が
一
方
で
は
そ
の
研
究
の
停
滞
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
本
雑
誌
に
載
せ
て
い
る
日
中
文
化
人
の
交
流
や
、
と
く
に
漢
文
文
章
が
い
か
に
中
国
の
知
識
人
に
受
容
さ
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
近
代
知
の
生
成
と
伝
播
と
い
う
視
点
か
ら
そ
の
広

範
な
内
容
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

幸
い
に
編
者
が
成
城
大
学
民
俗
研
究
所
の
所
員
を
つ
と
め
て
い
る
関
係
上
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
村
敬
宇
主
宰
の 

『
同
人
社
文
学
雑
誌
』（
明
治
九
―
十
六
）
に
つ
い
て
の
研
究
」
を
立
ち
上
げ
、
日
本
国
内
の
研
究

者
、
閻
小
妹
、
王
宝
平
、
木
村
一
、
木
村
義
之
、
喬
志
航
、
呉
燕
、
張
明
傑
、
陳
継
東
、
陳
捷
、
李
長
波
、
李
梁
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
三
回
の
研
究
会
を
行
っ
た
。

第
一
回
研
究
会
二
〇
二
三
年
五
月
十
三
日
（
土
）

陳
力
衛
「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
の
研
究
お
よ
び
資
料
整
理
の
現
状
」

陳
力
衛
「
同
人
社
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
対
中
翻
訳
事
業
の
展
開
―
井
上
哲
次
郎
の
普
通
学
講
習
会
を
中
心
に
―
」

第
二
回
研
究
会
二
〇
二
三
年
九
月
二
十
三
日
（
土
）

１　

李
長
波
（
同
志
社
大
学
）「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
の
書
誌
と
解
題
の
た
め
に
」

２　

王
宝
平
（
二
松
学
舎
大
学
）「
明
治
時
代
に
来
日
し
た
中
国
民
間
文
化
人
王
治
本
に
つ
い
て
」

３　

潘
光
哲
（
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
）「
近
代
中
国
知
識
人
の
東
学
閱
讀
史
」

第
三
回
研
究
会
二
〇
二
四
年
二
月
十
六
日
（
土
）

１　

郭
夢
垚
（
神
奈
川
大
学
）「
清
末
の
中
国
人
日
本
留
学
生
の
団
体
活
動
と
『
訳
書
彙
編
』」

２　

陳
力
衛
（
成
城
大
学
） 「
東
亜
公
司
に
よ
る
中
国
語
書
籍
の
出
版
」

本
書
の
執
筆
者
は
上
記
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
る
。
序
文
の
ほ
か
、
全
体
と
し
て
基
本
的
に
二
部
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
章
清
・
陳
力
衛
の
「
近
代
知
と
し
て
の
日
本
漢
文
と

中
国
的
受
容
」
は
日
本
漢
文
の
流
れ
を
た
ど
り
、
近
代
に
お
け
る
同
人
社
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
中
国
へ
の
知
的
伝
播
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
中
村
敬
宇
の
漢
文
へ
の
関
心
か
ら
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
へ
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
こ
で
人
物
編
と
し
て
ま
ず
李
梁
の
「
中
村
敬
宇
の
自
然
史
志
向
性
に
関
す
る
一
試
論
」
は
思
想
的
視
点
か
ら
中
村
敬
宇
を
読
み

直
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
陳
捷
の
「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
と
来
日
し
た
中
国
の
人
々
」
は
『
同
人
社
文
学
雜
誌
』
に
か

か
わ
っ
た
中
国
人
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。
続
く
王
宝
平
の
「
明
治
期
来
日
中
国
民
間
文
化
人
王
治
本
に
つ
い
て
」
は
具

体
的
に
敬
宇
と
深
く
交
流
し
て
い
る
王
治
本
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
王
治
本
は
こ
の
時
代
の
日
中
交
流
の
具
現
者
で
あ
り
、
同
人
社
メ

ン
バ
ー
と
の
詩
文
上
の
付
き
合
い
も
多
い
。
彼
の
紹
介
で
清
国
公
使
館
員
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
拙
稿

「
同
人
社
社
員
大
野
太
衛
と
そ
の
『
近
史
偶
論
』」
は
日
本
人
と
し
て
同
人
社
に
深
く
か
か
わ
り
敬
宇
の
学
生
で
継
承
者
と
で
も
い
え
る

大
野
太
衛
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
中
に
は
王
治
本
を
は
じ
め
同
人
社
メ
ン
バ
ー
の
信
夫
恕
軒
、
吾
妻
兵
治
や
尹
致
昊
な
ど
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
敬
宇
に
教
わ
り
、『
同
人
社
文
学
雜
誌
』
に
も
寄
稿
し
た
井
上
哲
次
郎
の
漢
文
著
述
を
紹
介
す
る
拙
稿
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「
井
上
哲
次
郎
の
漢
文
著
述
概
観
」
が
あ
る
。

上
記
の
思
想
人
物
編
に
対
し
て
、
後
半
は
文
体
と
言
葉
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。『
同
人
社
文
学
雜
誌
』
に
中
島
雄
「
文
字
改

革
論
ノ
未
ダ
卒
カ
ニ
行
フ
べ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
論
ス
」
と
和
田
文
「
書
語
口
語
同
ジ
キ
ヲ
欲
ス
ル
ノ
説
」
が
あ
る
。
い
わ
ば
言
文
一
致
論
と

し
て
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
李
長
波
「
も
う
一
つ
の
「
言
文
一
致
」」
は
中
村
敬
宇
と
加
藤
弘
之
の
講
演
・
演
説
、

論
説
文
の
文
体
を
調
べ
、
言
文
一
致
体
の
「
で
あ
る
」
の
成
立
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
同
じ
く
木
村
義
之
「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』

に
見
る
国
語
国
字
問
題
」
も
文
体
、
つ
ま
り
言
文
一
致
に
関
す
る
議
論
を
拾
い
上
げ
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
木
村
一

の
「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
の
外
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
か
ら
外
来
語
へ
」
で
は
時
代
的
な
要
素
も
含
め
、
外
国
語
か
外
来
語
か
の
問

題
に
つ
い
て
扱
う
。
最
後
「『
同
人
社
文
学
雑
誌
』
総
目
録
」
は
、
従
来
の
「「
同
人
社
文
学
雑
誌
」
総
目
録
一
・
二
」『
学
苑
』

二
五
一
・
二
五
三
（
近
代
文
学
研
究
室
、
一
九
六
一
）
と
「
中
村
正
直
と
「
同
人
社
文
学
雑
誌
」『
普
連
土
学
園 

研
究
紀
要
』
十
四

（
野
村
純
代
、
二
〇
〇
七
）
に
基
づ
い
て
再
整
理
し
た
も
の
で
、
本
書
の
引
用
し
た
篇
章
の
確
認
に
便
利
で
あ
る
。

本
書
の
編
集
は
私
が
成
城
大
学
で
の
最
後
の
仕
事
と
な
る
。
十
六
年
間
成
城
大
学
に
勤
務
し
て
い
る
が
、
こ
の
書
物
を
も
っ
て
成
城

大
学
で
の
教
学
と
研
究
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
た
い
。
本
書
の
執
筆
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
出
版
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た

三
省
堂
の
山
本
康
一
氏
の
ご
厚
意
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
最
後
に
本
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
出
版
助

成
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

注（
1
）　

高
橋
昌
郎
『
人
物
叢
書 

中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
一
四
七
頁

（
2
）　

徳
富
猪
一
郎
『
人
物
管
見
』
国
民
叢
書;

第
二
冊
、
民
友
社
、
明
治
二
十
五
年
五
月

（
3
）　
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
の
「
中
村
敬
宇
」（
大
久
保
利
謙
執
筆
）
を
参
照
。

（
4
）　
「
中
村
敬
宇　

儒
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
一
接
点
」
前
田
愛
著
作
集
第
一
巻
『
幕
末
・
明
治
期
の
文
学
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
）
二
二
三
頁

（
5
）　

同
上
二
二
三
頁

（
6
）　

同
上
二
二
一
頁

（
7
）　
『
敬
宇
中
村
先
生
演
説
集
』
中
村
正
直
述,

木
平
譲
編
、
松
井
忠
兵
衛
、
明
治
二
十
一
年
四
月

（
8
）　

石
井
研
堂
『
中
村
正
直
伝

―
自
助
的
人
物
典
型
』（
成
功
雑
誌
社
、
明
治
四
十
年
二
月
）
八
四
頁

（
9
）　
『
佐
波
文
庫
仮
目
録
』（
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
、
一
九
五
九
）
に
、
寰
海
新
報
四
、六
号
と
あ
る
。
東
京
日
清
社
、（
清
国
人·

王
漆
園
編
集
、

第
六
号
で
終
刊
） 

（
10
）　

時
習
堂
は
江
戶
新
橋
と
京
都
と
に
あ
る
。
こ
こ
は
後
者
の
幕
末
の
蘭
医
・
広
瀬
元
恭
の
ほ
う
を
指
す
。
同
様
に
「
蘭
畹
書
屋
」「
時
習
堂
図
書
章
」
の

両
方
を
押
さ
れ
た
図
書
は
『
古
今
和
遠
鏡
』『
略
解
千
字
文
』
な
ど
が
あ
る
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

（
11
）　

陳
力
衛
「
近
代
訳
語
の
い
わ
ゆ
る
転
用
語
に
つ
い
て
―
「
文
学
」
と
「
教
育
」
を
例
と
し
て
」『
中
国
語
学
』
二
六
八
号
、
二
〇
二
一
年

（
12
）　

易
惠
莉
（
二
〇
〇
二
）
八
頁

（
13
）　

羊
城
［Canton

］
小
書
會
、
同
治
十
一
（
一
八
七
二
）
年
、
毛
裝
一
冊
（
七
頁
）、
二
一
四
㎜

（
14
）　
「
日
本
中
村
正
直
者
、
維
新
之
太
儒
也
。
嘗
譯
英
國
斯
邁
爾
斯
氏
所
著
書
、
名
曰
《
西
國
立
志
編
》、
又
名
之
為
自
助
論
。
其
振
起
國
民
之
志
氣
、
使
日

本
青
年
人
人
有
自
立
自
重
之
志
氣
、
功
不
在
吉
田
、
西
郷
下
矣
。
今
將
其
原
序
錄
出
、
雖
嘗
鼎
一
臠
、
猶
足
令
讀
者
起
舞
矣
。」（
任
公
「
飲
冰
室
自
由

書
・
自
助
論
」
清
議
報
第
二
十
八
冊
一
七
九
七
頁
、
一
八
九
九
年
九
月
）「
又
曰
、
我
之
身
即
我
之
第
一
好
帮
手
也
。
凡
事
有
所
待
于
外
者
、
則
其
精

進
之
力
必
减
、
而
其
所
成
就
必
弱
。
自
助
者
、
其
責
任
既
専
一
、
其
所
成
就
亦
因
以
加
厚
。
故
曰
天
助
自
助
者
。」（
哀
時
客
稿
「
国
民
十
大
元
気
論

（
一
名
文
明
之
精
神
）」
光
緒
二
十
五
（
一
八
九
九
）
年
十
一
月
二
十
一
日
、
清
議
報
第
三
十
三
册
第
二
一
二
〇
頁
）

（
15
）　

南
北
戦
争
後
の
合
衆
国
で
著
さ
れ
た
、
市
民
的
自
由
と
自
己
統
治
に
関
す
る
書
籍
の
邦
訳
。
原
著
は
、Francis Lieber, O

n civil liberty and self-
governm

ent,3rd ed.rev.,1875

で
、
邦
訳
者
は
林
董
（
一
八
五
〇
―
一
九
一
三
）。

（
16
）　

敬
宇
の
『
西
稗
雑
纂
』
に
跋
を
書
い
た
沈
子
星
は
実
は
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
で
あ
る
。
漢
口
で
中
文
月
刊
『
闡
道
新
編
』（
一
八
七
六
年
停

刊
）、『
益
文
月
報
』
を
発
行
し
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書
籍
を
出
版
し
た
。『
引
家
歸
道
一
卷
』（
英
國
楊
格
非
撰　

淸
沈
子
星
書
、
光
緒
十
九
年

漢
鎭
聖
教
書
局
刊
本
）、『
德
慧
入
門
』（
大
英
楊
格
非
著
、
金
陵
沈
子
星
書
、
上
海
美
華
書
館
、
一
八
七
九
）
な
ど
が
あ
る
。

（
17
）　

先
生
絶
筆
の
「
望
岳
楼
」
に
対
し
て
、
重
野
安
繹
が
次
の
よ
う
な
漢
文
の
賛
が
あ
っ
た
。「
余
與
君
交
四
十
餘
年
、
情
如
骨
肉
…
…
今
対
其
心
書
、
恍
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乎
如
相
見
、
遂
揮
涙
而
書
之
。」『
中
村
正
直
伝
：
自
助
的
人
物
典
型
』（
石
井
研
堂
、
成
功
雑
誌
社
、
明
治
四
十
年
）
九
七
―
九
八
頁
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し
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吾
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兵
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号
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明
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雑
誌

―
そ
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軌
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を
辿
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治
書
院

高
橋
俊
昭
（
一
九
九
二
）「
中
村
敬
宇
と
英
語
辞
書
」『
英
学
史
研
究
』
第
二
十
四
号

高
橋
昌
郎
（
一
九
六
六
）『
人
物
叢
書 

中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館

野
村
純
代
（
二
〇
〇
七
）「
中
村
正
直
と
「
同
人
社
文
学
雑
誌
」」『
普
連
土
学
園 

研
究
紀
要
』
十
四

荻
原
隆
（
一
九
八
九
）「
中
村
敬
宇
著
作
目
録
上
・
下
」『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
』
二
五 （
四
）・
二
六
（
一
）
社
会
科
学
篇 

名
古
屋
学
院
大
学
総
合
研
究
所

狭
間
直
樹
編
（
二
〇
〇
二
）�『
善
隣
協
会
・
善
隣
訳
書
館
関
係
資
料

―
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
「
岡
本
韋
庵
先
生
文
書
」
所
収
』（
東
方
学
資
料
叢
刊
第
十
冊
）

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー




